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   Ｆ２５Ｂ  15/00    ３０１Ｅ
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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月6日(2012.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）冷媒を通して循環するための蒸発器と、
（ｂ）前記蒸発器からの前記冷媒を第１の吸収剤と混合することによって第１の吸収剤お
よび冷媒混合物を形成するための、および前記第１の吸収剤および冷媒混合物を中で循環
するための、前記蒸発器と流体連通するように配置された第１の吸収回路と、
（ｃ）前記第１の吸収回路からの前記冷媒の一部を第２の吸収剤と混合することによって
第２の吸収剤および冷媒混合物を形成するための、および前記第２の吸収剤および冷媒混
合物を中で循環するための、前記第１の吸収回路と流体連通するように配置された第２の
吸収回路と、
（ｄ）前記第２の吸収回路および前記蒸発器と流体連通するように配置された凝縮器と
を含む吸収サイクルシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　また、本発明は、本明細書に示し、記載した実施形態のみに限定されない。例えば、直
列に接続した３つの吸収回路を連続して通して冷媒を移すサイクルへの本発明の拡大も本
発明の範囲内であり、３つの異なる温度で利用可能な熱源の最適利用に有利となり得る。
　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
　（イ） （ａ）冷媒を通して循環するための蒸発器と、
（ｂ）前記蒸発器からの前記冷媒を第１の吸収剤と混合することによって第１の吸収剤お
よび冷媒混合物を形成するための、および前記第１の吸収剤および冷媒混合物を中で循環
するための、前記蒸発器と流体連通するように配置された第１の吸収回路と、
（ｃ）前記第１の吸収回路からの前記冷媒の一部を第２の吸収剤と混合することによって
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第２の吸収剤および冷媒混合物を形成するための、および前記第２の吸収剤および冷媒混
合物を中で循環するための、前記第１の吸収回路と流体連通するように配置された第２の
吸収回路と、
（ｄ）前記第２の吸収回路および前記蒸発器と流体連通するように配置された凝縮器と
を含む吸収サイクルシステム。
　（ロ） 前記第１の吸収回路が、
（ａ）前記蒸発器からの前記冷媒を第１の吸収剤および冷媒混合物へ吸収させるための、
前記蒸発器と流体連通するように配置された前記第１の吸収器と、
（ｂ）前記第１の吸収器からの前記第１の吸収剤および冷媒混合物を受けて予熱するため
の、前記第１の吸収器と流体連通するように配置された第１の熱交換器と、
（ｃ）前記第１の吸収剤および冷媒混合物を前記第１の吸収器から前記第１の熱交換器へ
圧送するための第１の液体ポンプと、
（ｄ）前記第１の熱交換器から前記予熱された混合物を受け、追加の熱を前記予熱された
混合物へ移すための、前記第１の熱交換器と流体連通するように配置された第１の発電機
と
を含む前記（イ）に記載のシステム。
　（ハ） 前記第２の吸収回路が、
（ａ）前記第１の発電機と流体連通するように配置された第２の吸収器であって、前記第
１の発電機からの前記冷媒の一部を、第２の吸収器中の前記冷媒と第２の吸収剤とを含む
第２の混合物へ吸収させるための、第２の吸収器と、
（ｂ）前記第２の吸収器からの前記第２の吸収剤および冷媒混合物を予熱するための、前
記第２の吸収器と流体連通するように配置された第２の熱交換器と、
（ｃ）前記第２の吸収剤および冷媒混合物を前記第２の吸収器から前記第２の熱交換器へ
圧送するための第２の液体ポンプと、
（ｄ）前記第２の熱交換器から前記予熱された混合物を受け、追加の熱を前記第２の混合
物へ移すための、前記第２の熱交換器と流体連通するように配置された第２の発電機と
を含む前記（ロ）に記載のシステム。
　(ニ) 前記第１の吸収剤および前記第２の吸収剤が、それぞれイオン化合物である前記
（イ）に記載の吸収サイクルシステム。
　(ホ) 前記イオン化合物が、カチオンおよびアニオンを含み、カチオンが、リチウム、
ナトリウム、カリウム、セシウム、
【化１】
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【化２】
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【化３】

からなる群から選択され、
式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ12およびＲ13は、
（ａ）Ｈ、
（ｂ）ハロゲン、
（ｃ）Ｃｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ2およびＳＨからなる群から選択される少なくと
も１つのメンバーで任意に置換されていてもよい、－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5またはＣ3～Ｃ25直
鎖、分岐もしくは環状アルカンまたはアルケン、
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（ｄ）Ｏ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から選択される１～３個のヘテロ原子を含み、Ｃ
ｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ2およびＳＨからなる群から選択される少なくとも１つの
メンバーで任意に置換されていてもよい、－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5またはＣ3～Ｃ25直鎖、分岐
もしくは環状アルカンまたはアルケン、
（ｅ）Ｏ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を
有するＣ6～Ｃ20非置換アリールまたはＣ3～Ｃ25非置換ヘテロアリール、および
（ｆ）Ｏ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を
有するＣ6～Ｃ25置換アリールまたはＣ3～Ｃ25置換ヘテロアリールであって、
（１）Ｃｌ、Ｂｒ、ＦＩ、ＯＨ、ＮＨ2およびＳＨからなる群から選択される少なくとも
１つのメンバーで任意に置換されていてもよい、－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5またはＣ3～Ｃ25直鎖
、分岐もしくは環状アルカンまたはアルケン、
（２）ＯＨ、
（３）ＮＨ2および
（４）ＳＨ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基を有する置換アリールまたは置換ヘ
テロアリール
からなる群から独立して選択され、
Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9およびＲ10は、
（ａ）Ｃｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ2およびＳＨからなる群から選択される少なくと
も１つのメンバーで任意に置換されていてもよい、－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5またはＣ3～Ｃ25直
鎖、分岐もしくは環状アルカンまたはアルケン、
（ｂ）Ｏ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から選択される１～３個のヘテロ原子を含み、Ｃ
ｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ2およびＳＨからなる群から選択される少なくとも１つの
メンバーで任意に置換されていてもよい、－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5またはＣ3～Ｃ25直鎖、分岐
もしくは環状アルカンまたはアルケン、
（ｃ）Ｏ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を
有するＣ6～Ｃ25非置換アリールまたはＣ3～Ｃ25非置換ヘテロアリール、およびＯ、Ｎ、
ＳｉおよびＳからなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有するＣ6～Ｃ2

5置換アリールまたはＣ3～Ｃ25置換ヘテロアリールであって、
（１）Ｃｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ2およびＳＨからなる群から選択される少なくと
も１つのメンバーで任意に置換されていてもよい、－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5またはＣ3～Ｃ25直
鎖、分岐もしくは環状アルカンまたはアルケン、
（２）ＯＨ、
（３）ＮＨ2および
（４）ＳＨ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基を有する置換アリールまたは置換ヘ
テロアリール
からなる群から独立して選択され、
任意で、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9およびＲ10の少なくとも２つが
、一緒に環状または二環式アルカニルまたはアルケニル基を形成することができ、
アニオンは、［ＣＨ3ＣＯ2］

-、［ＨＳＯ4］
-、［ＣＨ3ＯＳＯ3］

-、［Ｃ2Ｈ5ＯＳＯ3］
-

、［ＡｌＣｌ4］
-、［ＣＯ3］

2-、［ＨＣＯ3］
-、［ＮＯ2］

-、［ＮＯ3］
-、［ＳＯ4］

2-

、［ＰＯ3］
3-、［ＨＰＯ3］

2-、［Ｈ2ＰＯ3］
1-、［ＰＯ4］

3-、［ＨＰＯ4］
2-、［Ｈ2

ＰＯ4］
-、［ＨＳＯ3］

-、［ＣｕＣｌ2］
-、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、ＳＣＮ-、ＢＲ1Ｒ2Ｒ3

Ｒ4、ＢＯＲ1ＯＲ2ＯＲ3ＯＲ4、アルキルまたは置換アルキルで任意に置換されていても
よいカーボレート、アルキルアミン、置換アルキルアミン、アルキルまたは置換アルキル
で任意に置換されていてもよいカーボランおよびフッ素化アニオンからなる群から選択さ
れる前記（ニ）に記載の吸収サイクルシステム。
　(ヘ) 前記冷媒が水を含む前記（ニ）に記載の吸収サイクルシステム。
　(ト) 前記冷媒が、ハイドロフルオロカーボン、ハイドロクロロフルオロカーボン、ク
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ロロフルオロカーボン、フルオロカーボン、クロロカーボン、窒素（Ｎ2）、酸素（Ｏ2）
、二酸化炭素（ＣＯ2）、アンモニア（ＮＨ3）、亜酸化窒素（Ｎ2Ｏ）、アルゴン（Ａｒ
）、水素（Ｈ2）、フッ素化されていない炭化水素およびこれらの混合物からなる群から
選択される前記（ニ）に記載の吸収サイクルシステム。
　(チ) 前記フッ素化されていない炭化水素は、Ｃ1～Ｃ7直鎖、分岐または環状アルカン
およびＣ1～Ｃ7直鎖、分岐または環状アルケンからなる群から選択される前記（ト）に記
載の吸収サイクルシステム。
　(リ) 前記冷媒が、ジフルオロメタン（ＨＦＣ－３２）、フルオロメタン（ＨＦＣ－４
１）、ペンタフルオロエタン（ＨＦＣ－１２５）、１，１，２，２－テトラフルオロエタ
ン（ＨＦＣ－１３４）、１，１，１，２－テトラフルオロエタン（ＨＦＣ－１３４ａ）、
１，１，１－トリフルオロエタン（ＨＦＣ－１４３ａ）、１，１－ジフルオロエタン（Ｈ
ＦＣ－１５２ａ）、フルオロエタン（ＨＦＣ－１６１）、１，１，１，３，３－ペンタフ
ルオロプロパン（ＨＦＣ－２４５ｆａ）、１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロプロ
パン（ＨＦＣ－２３６ｆａ）、１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロプロパン（ＨＦ
Ｃ－２３６ｅａ）、１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン（ＨＦＣ－２
２７ｅａ）、１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン（ＨＦＣ－３６５ｍｆｃ）、１
，１，１，２，３，４，４，５，５，５－デカフルオロペンタン（ＨＦＣ－４３－１０ｍ
ｅｅ）、１，１，１，２，２，３，４，５，５，６，６，７，７，７－テトラデカフルオ
ロヘプタン（ＨＦＣ－６３－１４ｍｃｅｅ）、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン
（ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）、１，２－ジフルオロエテン（ＨＦＯ－１１３２）、１，３，
３，３－テトラフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｚｅ）、１，２，３，３－テトラフ
ルオロプロペン（ＨＦＯ－１２３４ｙｅ）、３，３，３－トリフルオロプロペン（ＨＦＯ
－１２４３ｚｆ）、１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２２５ｙ
ｅ）、１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロペン（ＨＦＯ－１２２５ｚｃ）、１，１
，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－ブテン（ＨＦＯ－１３３６ｍｚｚ）、１，１，
１，２，２，５，５，５－オクタフルオロ－２－ペンテン（ＨＦＯ－１４３８ｍｃｚｚ）
、１，１，１，２，２，４，５，５，６，６，７，７，７－トリデカフルオロ－３－ヘプ
テン（ＨＦＯ－１６２－１３ｍｃｚｙ）および１，１，１，２，２，３，５，５，６，６
，７，７，７－トリデカフルオロ－３－ヘプテン（ＨＦＯ－１６２－１３ｍｃｙｚ）、ジ
クロロジフルオロメタン（ＣＦＣ－１２）、フルオロトリクロロメタン（ＣＦＣ－１１）
、１，１，２－トリクロロ－１，２，２－トリフルオロエタン（ＣＦＣ－１１３）、１，
２－ジクロロ－１，１，２，２－テトラフルオロエタン（ＣＦＣ－１１４）、クロロジフ
ルオロメタン（ＨＣＦＣ－２２）、２－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン（Ｈ
ＣＦＯ－１２３３ｘｆ）、１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン（ＨＣＦＯ－
１２３３ｚｄ）、パーフルオロメタン（ＦＣ－１４）、パーフルオロエタン（ＦＣ－１１
６）、パーフルオロプロパン（ＦＣ－２１８）、パーフルオロシクロブタン（ＦＣ－Ｃ３
１８）、オクタフルオロ－２－ブテン（ＦＯ－１３１８ｍｙ）、１，２－ジクロロエチレ
ン、塩化メチレン、トリクロロエチレン、パークロロエチレン、メタン、エタン、エチレ
ン、プロパン、シクロプロパン、プロピレン、ｎ－ブタン、ブタン、イソブタン、シクロ
ブタン、ｎ－ペンタン、イソペンタン、ｎ－ヘキサン、シクロヘキサン、ｎ－ヘプタン、
窒素（Ｎ2）、酸素（Ｏ2）、二酸化炭素（ＣＯ2）、アンモニア（ＮＨ3）、亜酸化窒素（
Ｎ2Ｏ）、アルゴン（Ａｒ）、水素（Ｈ2）およびこれらの混合物からなる群から選択され
る少なくとも１つの冷媒を含む前記（ト）に記載の吸収サイクルシステム。
　(ヌ) 前記第１の発電機と前記第１の熱交換器の間、および前記第１の熱交換器と前記
第１の吸収器の間に、前記第１の吸収剤および冷媒混合物を、前記第１の吸収器に戻して
再循環するための第１の再循環ラインをさらに含む前記（ロ）に記載の吸収サイクルシス
テム。
　(ル) 前記第２の発電機と前記第２の吸収器の間に、前記第２の吸収剤および冷媒混合
物を、前記第２の吸収器に戻して再循環するための第２の再循環ラインをさらに含む前記
（ハ）に記載の吸収サイクルシステム。
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　(ヲ) 前記第２の発電機と前記第１の発電機の間に、かつ前記第１の発電機を通って延
在する、前記第２の発電機を出る前記冷媒から熱を回収するための熱回収ラインをさらに
含み、前記熱回収ラインが、前記冷媒蒸気を前記凝縮器に送達するために、前記第１の発
電機から前記凝縮器まで続いている前記（ハ）に記載の吸収サイクルシステム。
　(ワ) 前記システムが吸収冷却システムである前記（イ）に記載のシステム。
　(カ) 前記システムがヒートポンプである前記（イ）に記載のシステム。
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